
近
畿
化
学
協
会
機
関
誌
投
稿
原
稿 

速
記
と
い
う
文
化 

（
社
）
日
本
速
記
協
会
常
務
理
事 

 
 

兼
子
次
生 

 

一
．
日
本
語
速
記
一
三
〇
年
を
迎
え
て 

 

日
本
語
の
速
記
が
成
立
し
た
の
は
一
八
八
二
年
十
月
二
十
八
日
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
日
に
、
田
鎖

綱
紀
（
た
く
さ
り
・
こ
う
き
）
が
我
が
国
で
初
め
て
の
速
記
講
習
会
を
開
講
し
た
こ
と
に
ち
な
ん
で
い
る
。

こ
と
し
は
一
三
〇
年
目
に
当
た
る
た
め
、
日
本
速
記
協
会
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
を
計
画
し
て
お
り
、
十

月
十
三
日
に
は
午
後
二
時
か
ら
大
阪
市
福
島
区
福
島
一
の
堂
島
リ
バ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
あ
る
大
阪
芸
術
大

学
の
ほ
た
る
ま
ち
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
「
講
談
落
語
速
記
本
の
興
隆
と
大
阪
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
講
談
師
の

旭
堂
南
陵
さ
ん
た
ち
と
速
記
文
化
に
関
す
る
集
い
を
開
く
。
ま
た
速
記
記
念
日
の
十
月
二
十
八
日
に
は
田

鎖
の
故
郷
、
岩
手
県
盛
岡
市
の
盛
岡
先
人
記
念
館
に
お
い
て
展
示
会
、
競
技
会
、
講
演
会
な
ど
を
一
日
が

か
り
で
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。 

http://w
w

w.sokki.or.jp 
  

二
．
日
本
語
の
速
記
が
発
明
さ
れ
た
時
代 

 
 

 

欧
米
の
速
記
と
い
う
文
化
に
日
本
人
が
触
れ
た
の
は
江
戸
時
代
で
あ
っ
た
。
慶
應
三
年
（
一
八
六
七
）

年
、
福
沢
諭
吉
が
小
野
友
五
郎
に
随
行
し
て
ワ
シ
ン
ト
ン
へ
行
っ
た
と
き
、
相
手
側
の
ア
メ
リ
カ
人
が
速

記
し
て
い
る
の
を
見
て
驚
い
て
、「
じ
ゃ
あ
、
我
々
も
や
っ
て
み
よ
う
じ
ゃ
な
い
か
」
と
言
っ
て
試
み
た
が
、

う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
と
い
う
話
が
残
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
経
験
を
し
た
福
沢
は
「
福
翁
自
伝
」
を
著
す

際
、
速
記
者
矢
野
由
次
郎
に
口
述
筆
記
さ
せ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。 

 

明
治
十
四
（
一
八
八
一
）
年
の
政
変
で
、
政
府
は
国
会
開
設
を
布
告
し
た
。
有
象
無
象
の
輩
を
含
め
て
、

日
本
語
の
速
記
を
開
発
し
よ
う
と
い
う
機
運
が
盛
り
上
が
っ
た
。
そ
の
第
一
号
は
、
著
述
翻
訳
家
の
黒
岩

大
（
涙
香
）
、
の
ち
に
外
交
官
と
な
る
日
置
益
（
ひ
お
き
・
え
き
）
が
翻
訳
、
補
足
し
、
の
ち
に
英
学
者
と

な
る
神
田
内
武
（
か
ん
だ
・
な
い
ぶ
）
が
校
訂
し
た
速
記
書
「
議
事
演
説
討
論
傍
聴
筆
記
新
法
」
（
一
八
八

三
年
七
月
丸
善
か
ら
発
売
）
で
あ
り
、
一
九
八
二
年
九
月
十
六
日
に
版
権
免
許
さ
れ
た
。
そ
の
三
日
後
、

田
鎖
は
福
沢
が
創
刊
し
た
時
事
新
報
上
で
速
記
の
創
案
を
宣
言
し
て
い
る
。 

 

田
鎖
は
速
記
講
習
の
開
講
式
を
十
月
二
十
八
日
に
開
き
、
十
一
月
一
日
か
ら
翌
年
五
月
五
日
ま
で
の
半

年
間
続
け
た
。
そ
の
方
式
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
は
、
資
料
が
残
さ
れ
て
い
な
い
た
め
不
明
で

あ
る
が
、
速
記
学
者
の
武
部
良
明
（
故
人
）
が
そ
の
概
要
を
示
し
て
い
る
。 

 

日
本
語
の
符
号
式
速
記
は
、
英
ピ
ッ
ト
マ
ン
式
系
の
米
グ
ラ
ハ
ム
式
を
参
考
に
し
て
日
本
語
へ
応
用
開

発
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
田
鎖
は
一
八
七
二
年
、
明
治
政
府
の
御
雇
い
学
者
、
Ｒ
．
Ｇ
．
カ
ー
ラ
イ
ル
か

ら
書
籍
な
ど
を
得
て
研
究
を
始
め
、
紆
余
曲
折
を
経
て
十
年
が
か
り
で
基
本
的
な
案
を
完
成
し
た
。 

 

田
鎖
は
、
一
八
五
四
（
安
政
元
年
）
年
八
月
十
五
日
、
南
部
・
盛
岡
在
、
田
鎖
村
に
、
田
鎖
仲
（
高
守
）
、

俊
子
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
綱
紀
は
一
八
六
七
年
、
幕
臣
内
田
弥
太
郎
ら
に
つ
い
て
英
学
を
学
び
、



十
六
歳
の
一
八
六
九
（
明
治
二
）
年
に
は
東
京
大
学
の
前
身
、
大
学
南
校
に
入
り
、
英
語
、
数
学
を
学
ん

だ
。
一
八
七
〇
年
、
担
任
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
、
ウ
イ
ル
ソ
ン
宅
で
「
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
エ
ジ
ュ
ケ
ー
タ
ー
」

と
い
う
雑
誌
に
ピ
ッ
ト
マ
ン
の
フ
ォ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
、
つ
ま
り
速
記
の
講
習
記
事
を
見
た
の
が
速
記
に
触

れ
た
始
ま
り
だ
っ
た
。 

 

一
八
七
二
年
、
今
度
は
カ
ー
ラ
イ
ル
博
士
に
随
行
し
て
秋
田
の
金
鉱
へ
赴
い
た
期
間
に
婦
人
か
ら
来
た

手
紙
が
速
記
で
書
か
れ
て
い
る
の
を
見
て
、
指
導
を
求
め
た
。 

「
ど
う
ぞ
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
せ
ぬ
か
と
言
っ
て
、
そ
れ
か
ら
ボ
ツ
ボ
ツ
、
字
の
綴
り
方
を
教
え
て
も

ら
っ
て
、
ど
う
や
ら
こ
う
や
ら
先
生
の
レ
ク
チ
ュ
ァ
だ
け
は
や
っ
と
書
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。（
略
）
発
音

ど
お
り
書
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
か
ら
お
も
し
ろ
く
て
た
ま
ら
な
い
。
別
に
速
記
文
字
を
発
明
し
よ
う

な
ど
と
い
う
考
え
も
な
か
っ
た
。
（
略
）
や
っ
て
い
る
間
に
、
一
つ
こ
れ
で
日
本
の
言
葉
を
書
い
た
ら
お
も

し
ろ
か
ろ
う
、
こ
う
思
い
つ
い
て
日
本
語
を
書
い
て
み
よ
う
と
し
た
が
、
な
か
な
か
書
け
な
い
」
（
キ
ソ
レ

会
報
第
５
号
）
と
田
鎖
は
回
顧
し
た
。
そ
こ
で
「
最
初
、
六
〇
有
余
の
記
号
を
製
し
、
こ
れ
を
転
用
し
て

三
、
六
〇
〇
有
余
の
語
を
つ
く
り
、
使
用
を
試
み
た
り
し
も
、
し
ば
し
ば
実
際
に
混
雑
を
生
じ
、
漸
次
語

数
を
増
加
し
て
、
つ
い
に
九
万
有
余
の
語
を
収
集
し
た
る
一
の
字
体
を
製
し
た
り
し
が
、
先
年
不
慮
の
禍

災
に
よ
り
、
右
に
関
す
る
書
類
及
び
そ
の
他
を
物
品
と
と
も
に
紛
失
し
、
累
年
の
辛
苦
も
全
く
烏
有
に
属

し
、
（
略
）
、
よ
う
や
く
今
年
に
至
り
簡
単
な
る
一
法
を
考
出
し
、
一
〇
〇
有
余
の
単
音
記
号
、
二
〇
〇
有

余
の
複
音
記
号
を
製
し
、
こ
れ
を
転
用
し
て
、
（
中
略
）
、
容
易
に
差
し
つ
か
え
な
く
記
録
し
得
べ
き
の
法

を
考
定
せ
り
」
と
、
最
終
案
へ
た
ど
り
つ
い
た
経
緯
を
述
べ
て
い
る
。 

 

英
語
と
日
本
語
は
異
な
る
の
で
、
田
鎖
は
苦
労
し
た
。
私
の
解
釈
で
は
、
グ
ラ
ハ
ム
式
の
子
音
を
各
行

の
父
音
に
配
置
し
て
、
母
音
は
グ
ラ
ハ
ム
式
が
子
音
の
周
辺
に
点
を
打
つ
方
法
だ
っ
た
の
に
か
え
て
、
短

線
、
連
綴
時
に
は
楕
円
を
つ
け
て
あ
ら
わ
す
こ
と
に
し
た
。
こ
の
母
音
の
書
き
方
は
当
時
、
ア
メ
リ
カ
で

流
行
し
た
リ
ン
ズ
レ
ー
式
の
母
音
で
あ
っ
た
。
（
左
の
関
係
に
お
い
て
、
ロ
ー
マ
字
の
グ
ラ
ハ
ム
式
の
子
音

符
号
を
田
鎖
式
の
基
本
符
号
、
片
仮
名
に
当
て
は
め
た
） 

Ｋ
→
カ 

Ｓ
→
サ 

Ｔ
→
タ 

Ｎ
→
ナ 

Ｍ
→
マ 

 

こ
う
し
て
発
音
ど
お
り
に
な
ん
と
か
日
本
語
の
言
葉
を
つ
づ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

  

最
初
の
講
習
は
十
一
月
一
日
、
神
田
錦
町
の
東
京
法
学
校
で
開
か
れ
、
そ
の
と
き
集
ま
っ
た
の
は
若
林

玵
蔵
、
林
茂
淳
、
酒
井
昇
造
以
下
、
三
〇
余
名
が
受
講
し
た
。
講
習
は
翌
年
五
月
五
日
に
終
了
し
た
。 

 

日
本
の
速
記
は
こ
こ
に
、
呱
々
の
声
を
あ
げ
た
。
し
か
し
、
次
の
よ
う
に
少
な
く
と
も
速
記
法
の
完
成

と
は
称
し
が
た
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。 

 

卒
業
生
の
成
績
、
技
量
も
推
し
て
し
る
べ
し
。
当
時
の
講
習
生
が
い
か
に
苦
悩
し
た
か
が
想
像
に
余
り

あ
る
。
後
年
、
若
林
は
「
た
だ
、
速
記
の
仮
名
文
字
を
教
え
る
ば
か
り
で
、
略
字
も
少
し
は
あ
っ
た
が
、

ろ
く
ろ
く
役
に
立
た
な
い
。
そ
こ
で
、
同
志
と
は
か
っ
て
、
若
林
の
下
谷
御
徒
町
の
自
宅
に
集
ま
っ
て
、

酒
井
、
林
ら
七
、
八
名
で
速
記
の
練
習
会
を
つ
く
っ
た
。
一
年
ぐ
ら
い
練
習
す
る
と
書
け
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
、
一
八
八
五
年
七
月
、
郵
便
報
知
新
聞
社
の
記
者
、
阪
本
成
徳
氏
か
ら
依
頼
さ
れ
て
、
議
政
会
の

演
説
に
関
す
る
記
事
の
取
り
消
し
を
求
め
る
交
渉
の
速
記
を
書
い
た
。 



 
一
方
、
貴
族
院
の
速
記
責
任
者
と
な
る
林
は
、
「
講
習
は
終
わ
っ
た
が
、
活
用
の
彼
岸
に
達
す
る
に
は
前

途
渺
茫
（
び
ょ
う
ぼ
う
）
で
あ
っ
た
。
私
は
友
人
か
ら
し
ば
し
ば
『
林
は
ま
だ
思
い
切
れ
な
い
の
か
』
と

あ
な
ど
り
の
声
を
浴
び
せ
ら
れ
た
」
と
、
さ
ん
ざ
ん
で
あ
っ
た
。 

 

速
記
発
明
の
功
は
田
鎖
に
与
え
ら
れ
る
と
し
て
、
速
記
実
用
化
の
功
績
は
若
林
だ
と
さ
れ
る
。
若
林
は
、

安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
八
月
埼
玉
県
加
須
町
の
代
官
の
家
に
生
ま
れ
、
幼
い
こ
ろ
東
京
に
出
て
漢
籍
を

学
び
、
外
国
語
も
学
ん
だ
。
横
浜
裁
判
所
の
書
記
を
経
て
、
一
八
八
一
年
に
は
千
葉
県
会
の
筆
記
に
従
事

し
た
。
そ
の
と
き
筆
記
の
不
完
全
さ
を
感
じ
て
田
鎖
の
講
習
を
受
け
た
と
い
う
。
速
記
実
務
の
多
く
の
分

野
で
先
鞭
を
つ
け
、
国
会
で
の
速
記
の
採
用
に
も
貢
献
、
衆
議
院
初
め
後
進
の
育
成
に
最
も
大
き
な
業
績

を
残
し
た
人
物
で
あ
る
。 

 

一
方
、
貴
族
院
（
の
ち
の
参
議
院
）
の
林
茂
淳
は
文
久
二
年
（
一
八
六
一
）
十
一
月
、
江
戸
の
小
川
町

猿
楽
町
で
生
ま
れ
、
幼
少
よ
り
小
学
、
四
書
五
経
な
ど
の
素
読
を
学
び
、
英
学
も
修
め
た
。
一
八
七
五
年

元
老
院
の
小
舎
人
、
一
八
八
一
年
に
は
判
任
官
の
九
等
書
記
生
と
な
り
、
田
鎖
の
速
記
発
明
の
記
事
を
読

ん
で
第
一
番
に
田
鎖
を
訪
問
し
た
。
書
記
生
と
い
う
立
場
上
、
若
林
の
よ
う
に
自
由
闊
達
な
活
動
は
で
き

な
か
っ
た
が
、
速
記
史
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
。 

  

三
．
怪
談
牡
丹
灯
籠
と
浮
き
雲 

 

一
八
八
三
年
、
郵
便
報
知
新
聞
記
者
、
矢
野
文
雄
（
龍
渓
）
が
政
治
小
説
「
経
国
美
談
後
編
」
の
口
述

速
記
を
若
林
へ
依
頼
し
、
一
八
八
四
年
二
月
郵
便
報
知
新
聞
か
ら
発
行
さ
れ
た
。
巻
末
に
、
矢
野
に
よ
る

「
速
記
法
の
こ
と
を
記
す
」
と
の
一
文
と
若
林
の
速
記
符
号
の
一
部
が
掲
載
さ
れ
た
。
こ
れ
が
速
記
と
い

う
言
葉
の
始
ま
り
で
あ
る
。 

 

経
国
美
談
後
編
に
掲
載
さ
れ
た
速
記
符
号
が
、
現
存
す
る
一
番
古
い
速
記
符
号
で
あ
る
。
内
容
は
、
古

代
ギ
リ
シ
ャ
を
舞
台
に
し
た
政
治
小
説
で
あ
っ
た
。
「
紀
元
前
三
七
九
年
、
ギ
リ
シ
ャ
の
列
国
の
形
勢
よ
り

解
き
起
こ
さ
む
。
」
と
冒
頭
の
文
章
を
速
記
符
号
に
訳
文
を
つ
け
て
載
せ
て
い
る
。 

 

経
国
美
談
は
、
前
編
と
後
編
の
二
冊
か
ら
構
成
さ
れ
、
前
編
が
一
八
八
三
年
三
月
に
発
行
さ
れ
た
と
き
、

大
変
好
評
を
博
し
た
。
読
者
は
早
く
後
編
を
発
行
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
た
。
矢
野
は
病
気
休
養
期
を
利

用
し
て
、
後
編
を
若
林
に
口
述
筆
記
さ
せ
て
ま
と
め
、
発
行
さ
れ
た
。
内
容
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
を
舞
台

に
し
て
、
ペ
ロ
ビ
ダ
ス
、
エ
バ
ミ
ノ
ン
ダ
ス
の
二
人
を
主
人
公
と
し
て
、
テ
ー
ベ
と
い
う
国
の
勃
興
を
描

い
た
。
前
編
で
は
テ
ー
ベ
の
志
あ
る
人
た
ち
が
テ
ー
ベ
の
国
に
民
政
を
回
復
す
る
ま
で
を
描
い
た
。
後
編

は
ス
パ
ル
タ
の
侵
略
を
退
け
て
テ
ー
ベ
が
ギ
リ
シ
ャ
の
盟
主
と
な
る
過
程
を
描
い
て
い
る
。
翻
訳
と
創
作

の
中
間
的
な
作
品
で
、
雅
俗
折
衷
体
の
文
体
と
呼
ば
れ
る
。
矢
野
の
「
速
記
」
と
い
う
造
語
は
そ
の
後
漢

字
文
化
圏
に
広
が
り
、
中
国
、
韓
国
で
も
速
記
と
い
う
言
葉
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。 

 

速
記
の
活
躍
が
広
が
る
。
一
八
八
四
年
七
月
、
東
京
稗
史
出
版
社
が
若
林
と
酒
井
昇
造
へ
落
語
家
の
三

遊
亭
円
朝
の
人
情
話
「
怪
談
牡
丹
灯
籠
」
の
速
記
を
依
頼
し
た
。
一
席
を
一
回
と
し
て
速
記
し
、
毎
週
土

曜
日
に
合
計
十
五
編
を
発
行
し
た
。
表
紙
裏
に
は
、
速
記
符
号
が
掲
載
さ
れ
た
。 

 

「
円
朝
の
牡
丹
灯
籠
で
十
分
売
り
込
ん
で
あ
る
の
を
話
の
ま
ま
に
読
め
る
と
い
う
こ
と
が
評
判
に
な
っ



て
、
雑
誌
は
非
常
な
売
れ
行
き
で
あ
っ
た
．
牡
丹
灯
籠
の
表
紙
の
裏
面
に
も
、
速
記
文
字
で
か
い
た
も
の

を
掲
載
し
た
か
ら
、
速
記
の
広
告
に
も
な
っ
た
。
円
朝
の
話
は
速
記
に
よ
っ
て
世
間
に
紹
介
さ
れ
、
速
記

は
円
朝
の
話
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
結
果
を
得
た
の
で
あ
る
」
と
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。 

 

速
記
本
は
ブ
ー
ム
を
起
こ
し
た
。
そ
の
影
響
は
文
学
界
へ
も
及
ん
で
い
く
。 

「
も
う
何
年
ば
か
り
に
な
る
か
知
ら
ん
、
余
程
前
の
こ
と
だ
。
何
か
一
つ
書
い
て
見
た
い
と
は
思
っ
た
が
、

元
来
の
文
章
下
手
で
皆
目
方
角
が
分
か
ら
ぬ
。
そ
こ
で
、
坪
内
（
逍
遙
）
先
生
の
許
へ
行
っ
て
、
何
う
し

た
ら
よ
か
ろ
う
か
と
話
し
て
見
る
と
、
君
は
円
朝
の
落
語
を
知
っ
て
い
よ
う
、
あ
の
円
朝
の
落
語
通
り
に

書
い
て
見
た
ら
何
う
か
と
い
う
。
で
、
仰
せ
の
儘
に
や
っ
て
見
た
。
所
が
自
分
は
東
京
者
で
あ
る
か
ら
い

う
迄
も
な
く
東
京
弁
だ
。
即
ち
東
京
弁
の
作
物
が
一
つ
出
来
た
訳
だ
。
早
速
、
先
生
の
許
へ
持
っ
て
行
く

と
、
篤
と
目
を
通
し
て
居
ら
れ
た
が
、
忽
ち
は
た
と
膝
を
打
っ
て
、
こ
れ
で
い
い
、
こ
の
儘
で
い
い
、
生

じ
っ
か
直
し
た
り
な
ん
ぞ
せ
ぬ
ほ
う
が
い
い
、
と
こ
う
仰
有
る
」 

（
二
葉
亭
四
迷
「
文
章
世
界
」
一
九
〇

六
年
） 

 

日
本
語
の
速
記
を
実
用
化
し
た
功
労
者
は
若
林
だ
が
、
元
老
院
・
貴
族
院
の
林
茂
淳
と
並
ん
で
、
酒
井

昇
造
の
名
前
を
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。 

 

酒
井
は
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
三
月
、
江
戸
に
生
ま
れ
、
若
林
よ
り
三
歳
下
、
林
よ
り
三
つ
年
上
だ

っ
た
。
酒
井
は
神
田
小
学
校
の
教
員
の
か
た
わ
ら
、
京
橋
木
挽
町
の
厚
生
館
で
法
律
学
を
学
ん
で
い
た
こ

ろ
、
若
林
と
仲
が
よ
か
っ
た
と
い
う
。
一
八
八
四
年
に
は
若
林
と
と
も
に
、
埼
玉
県
議
会
の
速
記
に
従
事

し
、
地
方
議
会
速
記
の
先
鞭
を
つ
け
た
。
怪
談
牡
丹
灯
籠
の
速
記
で
は
若
林
は
数
回
休
ん
だ
が
、
酒
井
は

皆
勤
で
速
記
に
当
た
っ
た
と
い
う
。
若
林
は
酒
井
に
負
う
と
こ
ろ
決
し
て
少
々
な
る
も
の
で
は
な
い
、
と

言
う
。
酒
井
は
牡
丹
灯
籠
の
ほ
か
、
講
談
落
語
速
記
本
を
数
百
こ
な
し
た
と
さ
れ
る
。
速
記
の
指
導
に
は

消
極
的
で
あ
っ
た
た
め
門
下
生
は
少
な
い
が
、
の
ち
に
講
談
落
語
速
記
で
世
に
知
ら
れ
る
今
村
次
郎
を
育

成
し
た
ほ
か
、
そ
の
孫
弟
子
に
は
、
東
大
総
長
一
男
の
父
、
大
河
内
発
五
郎
（
翠
山
）
が
い
る
。 

  

四
．
第
一
議
会
の
速
記
採
用 

 

欧
米
列
強
の
ア
ジ
ア
植
民
地
化
の
流
れ
の
中
で
、
封
建
体
制
か
ら
脱
し
「
脱
亜
入
欧
」
を
掲
げ
て
日
本

は
、
欧
米
の
制
度
を
意
欲
的
に
採
り
入
れ
よ
う
と
し
た
。
官
民
癒
着
か
ら
飛
び
出
し
た
議
会
開
設
だ
が
、

や
は
り
欧
米
に
学
ん
で
先
進
的
な
議
会
制
度
を
つ
く
り
上
げ
る
こ
と
が
目
標
と
さ
れ
た
。 

 

元
老
院
書
記
生
だ
っ
た
林
茂
淳
は
後
年
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。 

「
年
月
は
記
憶
し
ま
せ
ぬ
が
、
寺
島
元
老
院
議
長
が
金
子
書
記
官
に
『
西
洋
に
は
符
丁
の
よ
う
な
も
の

で
会
議
演
説
な
ど
を
筆
記
す
る
法
が
あ
る
そ
う
だ
が
、
一
つ
調
査
し
て
み
た
が
よ
い
』
と
い
う
話
が
あ
り
、

金
子
君
は
書
記
官
の
法
学
士
、
合
川
正
直
君
に
調
査
さ
せ
、
丸
善
か
ら
ガ
ー
ニ
ー
の
略
記
法
と
グ
ラ
ハ
ム

の
フ
ォ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
を
買
い
入
れ
て
調
べ
ま
し
た
。（
略
）
英
語
と
日
本
語
と
は
語
が
根
本
か
ら
違
う
ゆ

え
、
日
本
で
は
こ
の
法
を
実
用
に
適
せ
し
む
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
寺
島
議
長
に
報
告
さ
れ
て
そ
の
ま
ま

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
（
日
本
速
記
会
雑
誌
６
号
） 

 

第
一
議
会
の
準
備
に
当
た
っ
た
枢
密
院
書
記
官
、
金
子
堅
太
郎
は
国
家
の
将
来
を
見
通
し
て
、
英
断
を



下
し
た
。
一
八
八
九
年
六
月
、
金
子
は
欧
米
各
国
の
記
録
制
度
等
を
調
査
す
る
た
め
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
イ
タ
リ
ア
、
ア
メ
リ
カ
を
訪
問
し
た
。
そ
の
結
果
、
金
子
は
「
日
本
の
国
会
に
お
い
て

も
ぜ
ひ
速
記
を
採
用
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
の
信
念
を
固
め
て
、
一
八
九
〇
年
六
月
帰
国
し
た
。
前
後
し
て
、

一
八
八
九
年
十
月
設
け
ら
れ
た
臨
時
議
会
事
務
局
で
は
、
会
議
録
の
作
成
に
つ
い
て
詳
細
を
若
林
に
打
診

し
「
必
ず
で
き
る
」
と
回
答
を
得
て
い
た
。
井
上
毅
総
裁
は
み
ず
か
ら
「
今
日
の
議
事
が
翌
朝
の
官
報
附

録
と
し
て
出
し
得
る
か
ど
う
か
」
と
念
押
し
し
て
、
若
林
か
ら
可
能
と
の
言
質
を
と
っ
て
い
る
。  

 

帰
朝
後
、
金
子
は
若
林
を
呼
ん
で
、
ぶ
っ
つ
け
で
み
ず
か
ら
欧
米
議
院
制
度
調
査
報
告
を
行
い
、
そ
れ

を
若
林
た
ち
が
育
て
た
速
記
者
に
交
代
で
速
記
さ
せ
て
す
み
や
か
に
速
記
録
を
調
製
で
き
る
か
を
腕
試
し

し
た
。
さ
ら
に
、
貴
族
院
の
議
場
で
金
子
は
二
時
間
に
及
ぶ
演
説
を
行
い
、
確
信
を
得
た
金
子
は
山
縣
総

理
へ
速
記
採
用
を
進
言
し
た
。 

 

そ
の
間
の
経
緯
を
金
子
は
次
の
よ
う
に
述
懐
し
て
い
る
。 

「
や
は
り
こ
れ
ま
で
の
元
老
院
の
会
議
の
方
法
、
府
県
会
の
会
議
の
方
法
で
文
字
の
あ
る
者
を
雇
う
て
聴

書
を
し
て
、
要
領
だ
け
で
書
取
っ
て
明
朝
の
官
報
に
出
す
ほ
う
が
よ
ろ
し
い
と
い
う
説
と
、
マ
ァ
速
記
者

に
や
ら
せ
て
み
る
が
い
い
、
速
記
は
今
は
幼
稚
で
あ
る
か
ら
役
に
立
つ
ま
い
け
れ
ど
も
、
や
ら
し
て
み
た

ら
こ
れ
か
ら
発
達
す
る
か
も
わ
か
ら
な
い
と
い
う
説
と
廟
議
が
二
つ
に
分
か
れ
て
、
つ
い
て
は
私
に
一
つ

速
記
者
に
交
渉
し
て
く
れ
ろ
と
い
う
こ
と
だ
か
ら
諸
君
に
御
出
を
願
っ
た
」
（
一
九
〇
七
年
九
月
、
金
子
子

爵
演
説
） 

 

共
存
同
衆
で
の
実
地
試
験
の
あ
と
、
「
演
説
が
済
む
と
間
も
な
く
印
刷
に
な
る
だ
け
の
原
稿
が
で
き
た
。

そ
こ
で
、
こ
れ
な
ら
よ
ろ
し
い
と
い
う
の
で
、
そ
の
こ
ろ
内
閣
に
臨
時
帝
国
議
会
事
務
局
と
い
う
も
の
が

あ
っ
た
か
ら
、
そ
こ
へ
報
告
し
て
、
速
記
は
よ
ろ
し
い
、
い
け
る
か
ら
御
決
定
に
な
り
た
い
と
い
う
の
で
、

初
め
て
政
府
が
速
記
を
採
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
」
（
同
）  

 

ち
な
み
に
、
金
子
は
第
一
議
会
が
閉
会
し
た
あ
と
、
速
記
者
を
集
め
て
次
の
よ
う
な
あ
い
さ
つ
を
行
っ

て
い
る
。 

「
そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
愉
快
な
こ
と
は
、
今
度
の
議
会
が
済
ん
で
す
ぐ
宴
会
が
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
集
会

の
と
こ
ろ
で
話
を
す
る
に
は
、
議
員
は
、
実
に
言
葉
を
慎
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
今
ま
で
の
日
本
の
よ

う
に
、
で
た
ら
め
の
演
説
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
将
来
慎
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
は
、
お
の

れ
の
脳
髄
の
反
射
し
た
も
の
が
日
本
帝
国
議
会
の
議
事
速
記
さ
れ
る
こ
と
は
、
実
に
コ
ワ
イ
も
の
だ
。
そ

れ
で
最
初
は
で
た
ら
め
に
演
説
し
た
が
、
二
度
目
か
ら
は
前
の
晩
に
草
稿
を
つ
く
っ
て
、
そ
れ
を
ひ
と
り

で
し
ゃ
べ
っ
て
、
翌
る
日
議
事
堂
に
お
い
て
演
説
す
る
よ
う
に
し
て
、
速
記
者
に
よ
り
、
自
分
の
精
神
も
、

脳
髄
も
、
思
想
も
、
緻
密
に
さ
れ
た
と
、
あ
ま
た
の
議
員
が
私
に
語
っ
た
。
し
て
み
れ
ば
、
あ
な
た
方
速

記
の
お
か
げ
で
、
こ
れ
ま
で
錯
雑
し
て
お
る
思
想
も
緻
密
に
な
り
、
慎
ま
ざ
る
言
語
も
慎
む
よ
う
に
な
っ

て
、
こ
れ
か
ら
私
は
日
本
の
演
説
が
一
変
す
る
だ
ろ
う
と
思
う
。
ま
ず
帝
国
議
会
の
演
説
か
ら
。
ま
た
次

に
は
日
本
の
文
章
と
い
う
も
の
が
一
変
す
る
だ
ろ
う
と
思
う
。
こ
の
速
記
術
が
流
行
し
て
き
て
、
こ
と
に

こ
と
し
の
ご
と
く
帝
国
議
会
で
満
足
な
る
結
果
を
来
し
た
以
上
は
、
日
本
の
文
章
は
、
速
記
で
書
く
よ
う

な
も
の
が
文
章
に
な
る
だ
ろ
う
と
思
う
。
今
ま
で
は
言
文
一
致
し
て
お
ら
ぬ
ゆ
え
に
、
帝
国
議
会
の
速
記

術
が
だ
ん
だ
ん
と
年
々
歳
々
轍
を
追
い
、
こ
の
慣
例
に
従
っ
て
い
く
と
き
に
は
、
日
本
の
文
学
が
私
は
一



変
す
る
だ
ろ
う
と
思
う
。
清
少
納
言
や
紫
式
部
が
大
和
文
を
書
き
始
め
て
日
本
の
文
学
が
一
変
し
、
そ
れ

か
ら
（
荻
生
）
徂
徠
あ
た
り
が
あ
ら
わ
れ
て
、
ま
た
文
学
が
一
変
し
、
（
頼
）
山
陽
、
（
藤
田
）
東
湖
が
あ

ら
わ
れ
て
ま
た
一
変
し
、
明
治
の
初
年
に
い
た
っ
て
片
仮
名
が
は
や
っ
て
日
本
の
文
学
が
一
変
し
、
明
治

二
十
三
年
の
帝
国
議
会
よ
り
日
本
の
言
文
が
一
致
す
る
よ
う
に
な
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ど
お
り
に
書
く
こ
と

も
言
う
こ
と
も
一
致
す
る
。
帝
国
議
会
の
速
記
術
の
た
め
に
言
文
一
致
の
結
果
を
生
ず
る
こ
と
に
必
ず
な

る
だ
ろ
う
。
こ
の
私
の
予
言
が
数
十
年
後
に
的
中
し
た
な
ら
ば
、
こ
れ
ま
た
諸
君
の
た
め
に
愉
快
な
る
こ

と
と
私
は
思
う
」
。  

 

欧
米
議
会
に
な
ら
っ
て
会
議
録
の
調
製
の
た
め
に
速
記
が
採
用
さ
れ
、「
公
文
書
は
文
語
体
で
作
成
さ
れ

る
」
と
い
う
伝
統
の
中
に
あ
っ
て
、
「
話
し
言
葉
あ
り
の
ま
ま
の
記
録
」
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
う
し
て
手
書
き
速
記
は
繁
栄
し
、
中
国
や
韓
国
へ
も
広
が
っ
て
い
っ
た
。
一
八
九
六
年
貴
族
院
に
お
い

て
金
子
が
賛
成
演
説
に
立
ち
、
速
記
術
発
明
の
功
を
も
っ
て
、
田
鎖
に
年
金
三
百
円
が
下
賜
さ
れ
た
。
一

九
二
四
年
に
は
さ
ら
に
日
本
速
記
術
発
明
の
功
に
よ
り
勲
六
等
に
叙
せ
ら
れ
た
。 

（
お
わ
り
） 


